
関西SDGsプラットフォーム	 教育分科会	 SDGsナレッジラボ	 会則	

   
（目的）  
第1条	 運営要領第18条に基づき本会は、SDGsを達成するための知識の得られる場・機会の創出、SDGsの「誰一人取

り残さない−No	one	will	be	left	behind」という理念の下、未来を担う全ての子どもたちに対して、学習支援だけ

でなく、社会に貢献し、SDGs達成にも取組み、よりよい社会を目指し、実際に行動し体験出来るステージづくりや

人間教育を行うことを目的とする。	

	

（名称及び事務所）	

	第2条	 本会は、「関西SDGsプラットフォーム	 教育分科会	 SDGsナレッジラボ（略称	SDGsナレッジラボ）」と称し、

事務局は関西SDGsプラットフォームより承認を得た特定非営利活動法人Deep	Peopleが担う。	

	

 （活動）	
	第3条	 本会は第1条の目的を達成のため次の活動を行う。	

・ESD（Education	for	Sustainable	Development）の実践	

企業・教育機関・NPO・行政・各種団体等が連携し、ESDの啓発及び実践で、次世代のSDGs実践者を育成する。	

・SDGs達成のための知の拠点づくり	

SDGsに取り組む教育機関や企業のための知の拠点となり、社会現場と教育現場を繋げ、相乗効果を上げ、SDGsの達

成を加速化する。	

・子どもの貧困課題の解決	

日本の子どもの経済的貧困、心の貧困課題解決のための、機会・場を創出する。	

 
 
（協力事項）  
第4条	 前条の目的を実現するために、次の事項について連携し、協力する。  
・分科会主催イベント（勉強会、見学会、講演会等）への積極的な参加・周知への協力。  
・その他第1条目的を実現するために必要な事項  
  
（守秘義務）  
第 5 条	 分科会活動において知り得た会員の秘密情報（秘密情報である旨が明示された情報に限る。）を相手方の承諾な
しに、第三者に開示又は提供等してはならない。なお、情報の開示又は提供等に当たっては、法令及び条例の定めるとこ

ろによるものとする。  
２	 本会の会員資格を喪失した後も前項の秘密保持の義務を負う。  
 
（禁止事項） 
第6条	 分科会活動内で、以下の活動を禁止する。 
・営利を目的とする活動 
・宗教的目的を有する活動 
・政治目的を有する活動 
・公の秩序及び善良な風俗を乱す活動 
・社会的妥当性を欠く活動 
・その他、会の目的や主旨・運営に反する活動があった場合、その都度運営委員会で協議し解決することとする。 
 
（運営委員） 
第7条	 本会は活動を実行するために、3名以上の運営委員を置く。 
・運営委員は会員の中から事務局の推薦により選出され、任期は2年である。運営委員の再任は妨げない。 
・運営委員の退会は、事務局の承認を得るものとする。 
・運営委員会は事務局が招集し、運営委員が出席する。 
・運営委員は、次の事項を審議する。 
	 活動方針の策定や実施 
	 事業計画及び予算に関すること。 
	 事業報告及び決算に関すること。 
	 会則の制定及び改廃に関すること。 
	 関西SDGs運営委員会への分科会の活動内容報告に関すること。 
	 その他運営委員に関する基本的事項及び重要事項に関すること。 
・運営委員は、関連する団体、専門家または学識者などのほか、会議に必要な者の出席を求め、その意見または説明を聴

くことができる。 
 



  
 
（会費及び会計監査）	

第８条	 会費及び会計に関しては以下のように定める。	

（1）当分科会への参加費としての会費を会員から徴収する。	
会員は毎年定められた会費を一口の場合は、年間一括納金する。複数口で 6,000 円/月以上の場合は、一括納金または月

払い（当月末締め、翌月末払い）のいずれかを選択できる。年度は毎年4月1日から翌年3月31日までとする。	

会費は下記のとおり定める。	

法人会費：3,000円/月・口（税別）	 一口の場合：年会費	 36,000円（税別）	

個人会費：1,000円/月・口（税別）	 一口の場合：年会費	 12,000円（税別）	

行政・教育機関：無料	

（2）当分科会が事業を主催及び共催行う際の参加費及び経費は、前項の会費とは別に、必要に応じて徴収するがその金
額および目的については、運営委員で承認または同意を得るものとする	

（3）会員がその所属の命において出張したとき、その出張が運営委員によって承認された場合はその者の所属の出張規
定に則して、旅費および日当を本分科会から支給することができる	

（4）収入、支出及び資産を明らかにするため、会計及び資産に関する帳簿を事務局が整備し、会計年度終了後に運営委
員に報告する。	

（5）会計年度は毎年4月1日から翌年3月31日に終了するものとする。	
 
（入会） 
第9条	 入会を希望する者は、関西SDGsプラットフォームに加入の上、所定の様式を提出することにより会員となるこ
とができる。 
年度途中での入会時は、3月までの月数で算出する。 
 
（退会） 
第10条	 会員で退会しようとする者は、本会事務局に退会届を提出しなければならない。 
・年度途中で退会するときは、会費の精算はしない。 
・会費を所定の期間内に納入しない場合は、会員資格を失い、自動的に退会とする。 
 
（会員の除名） 
第11条	 会員が次の各号の一に該当するときは、運営委員の過半数以上の議決を経て、これを除名することができる。 
・禁止事項を行ったとき 
・分科会の名誉を傷つけたとき 
・分科会の目的に反する行為があったとき 
・その他、運営委員会で過半数以上の議決を経て、除名相当と判断されたとき 
 
（会員資格の喪失） 
第12条	 会員は、次の事由によってその資格を喪失する。 
・退会 
・法人会員である法人の解散 
・個人会員の死亡または失踪宣言 
・除名 
・会員との連絡が取れなくなったとき 
・本会が解散したとき 
 
（解散） 
第 13 条	 本会の解散は会員の 4 分の 3 以上の決議を得なければならない。また団体を解散しようとする場合は、関西
SDGsプラットフォームでの所定の手続きを行わなければならない。 
	

（（雑則） 
第14条	 この会則に定めるもののほか、分科会の運営に関し必要な事項は運営委員が定める。 
	

（付則）	

第15条	 この会則は2020年4月1日より施行する。 
 

以上 
 

制定	 2020年3月11日 
施行	 2020年4月1日  

 


